















１．報告書作成年月日：2020 年 8 月 31 日 
２．補助対象年度：2019 年度（2019 年 4 月 1 日〜2020 年 3 月 31 日） 
３．共同研究期間：2019 年 4 月 1 日〜2021 年 3 月 31 日 
４．研究の目的： 
宇宙で最高のエネルギーを持つ宇宙線は 10 の 20 乗電子ボルトものエネルギーを持っているが、こ
のような粒子がどこでどのように作られ、どのように加速されているかは未解明の大きな問題である。
また、この宇宙を構成しているものについて、我々が発見し理解している通常の物質はわずか 5％で、



















































②EUSO-Balloon ミッションは、約 1m2の屈折型フレネル光学系とプロトタイプ PDM を用いて設計・
製作・飛行した。宇宙ベースの超高エネルギー宇宙線(UHECR)観測に向けて、2014 年 8 月には
JEM-EUSO プログラムで初のパスファインダーミッションとして飛行中の計測を行った。8 時間の
成層圏飛行の後、装置は安全に回収され、実験室での飛行後の校正が可能となった。 


















③ 暗黒物質候補と太陽系外起源流星の探索・観測のために非常に高感度な CMOS カメラシステムを





④ 2017~2018 年に 4 回観測場所を変え、3 種類の高感度 CMOS カメラで多くの流星を 30~60fps の




⑤ 太陽系外起源流星を探索するために複数の高感度 CMOS カメラをアメリカのユタ州テレスコープ











⑦ The 1st DIMS Workshop を理研和光キャンパスで開催し、13 名の発表があった。甲南大学からは
3 名の発表があった。（学会・研究会発表リスト５、６、７） 
 
⑧ これまでに高感度 CMOS カメラで多くの流星を動画で観測できるシステムを試験した結果、流星
は 4-6 等程度まで動画で観測できることが分かった。Macro Dark Matter や太陽系外流星の探索
のための DIMS (Dark Matter and Interstellar Meteoroid Study) Project を開始した。2019 年





〔雑誌論文〕（計 2 件） 
〔学会発表〕（計 8 件） 
 
発表論文リスト(2019 年度) 
1. Study for Moving Nuclearites and Interstellar Meteoroids using High Sensitivity CMOS 
Camera 
F. Kajino, I. Ide, R. Ide, Y. Tameda, K. Shinozaki, M.E. Bertaina, A. Cellino, M. Casolino, T. 
Ebisuzaki, Y. Takizawa, L. Piotrowski, H. Sagawa, J.N. Matthews 
36th International Cosmic Ray Conference (ICRC2019) 36, 525. 
 
2. Ultra-violet imaging of the night-time earth by EUSO-Balloon towards space-based ultra-high 
energy cosmic ray observations 
G. Abdellaoui, ---, F. Kajino et al.  (329 in all) 
Astroparticle Physics 




1. 高感度 CMOS カメラシステムによる高速飛翔暗黒物質と流星の探索    
梶野文義, 井手隆心, 井出郁央, 多米田裕一郎, 篠崎健児, Bertaina Mario, Casolino Marco,  
戎崎俊一, Piotrowski Lech, 滝澤慶之, 佐川宏行, Matthews John 他 
物理学会, 2019 年 9 月 
 
2. 高感度 CMOS カメラによる太陽系外起源流星と暗黒物質候補物質の探索計画 
[ 55 ]
梶野文義, 井手隆心, 井出郁央, 荒堀瑞穂, 多田沙知子, 灘本薫,篠崎健児, M. Bertaina, A. Cellino, 
多米田裕一郎 , 岩見祐吾 , M. Casolino, 戎崎俊一 , 滝澤慶之 , L. Piotrowski, 佐川宏行 , J. 
Matthews 
第 60 回 名古屋流星会議, 2019 年 8 月 24～25 日 
https://www.web-nms.com/ホーム/流星会議/名古屋流星会議-集録/ 
 
3. 高感度 CMOS カメラによる太陽系外起源流星観測のための観測装置と予備観測結果 
井手隆心, 井出郁央, 梶野文義, 多米田裕一郎, 篠崎健児, M. Bertaina, A. Cellino, M. Casolino, 戎
崎俊一, 滝澤慶之, L. Piotrowski, 佐川宏行, J.N. Matthews 
第 60 回 名古屋流星会議, 2019 年 8 月 24～25 日 
https://www.web-nms.com/ホーム/流星会議/名古屋流星会議-集録/ 
 
4. DIMS - Dark Matter and Interstellar Meteoroid Study  
F. Kajino  
Invited Talk at Japanese and Italian Seminars on Cosmic Radiation and Interdisciplinary 
Space Science (JISCRISS-2) 
RIKEN - 2-1 Hirosawa, Wako, Saitama, 351-0198, Japan, December 2, 2019. 
    http://jiscriss2.to.infn.it/program.html 
 
5. DIMS project 
   F. Kajino 
   The 1st DIMS Workshop, RIKEN Wako Campus, Dec. 7, 2019 
  https://www.dropbox.com/s/9ik1zvfkka8mgny/20191207-DIMS-Workshop-v2.pdf?dl=0 
 
6. Optical performance 
M. Arahori 
The 1st DIMS Workshop, RIKEN Wako Campus, Dec. 7, 2019 
 
7. R. Ide 
The 1st DIMS Workshop, RIKEN Wako Campus, Dec. 7, 2019 
 
8. DIMS 実験(高速飛翔暗黒物質と流星の探索)(1)：現状と今後の計画 
井手隆心, 荒堀瑞穂, 多田沙知子, 灘本薫, 梶野文義, 岩見祐吾, 多米田裕一郎, 篠崎健児, Bertaina 
Mario, Casolino Marco, 戎崎俊一, Piotrowski Lech, 滝澤慶之, 佐川宏行,  
Matthews John, Cellino Alberto, 阿部新助, Lee Kwangho, Park Il 他 
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物理学会, 2020 年 3 月 
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